
 

 

令和４年度文化芸術による子供育成推進事業－巡回公演事業－ 

ワークショップ実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 「笑てっ亭」上方落語と英語落語 

 

内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



タイムスケジュール（標準） 

※本公演実施計画書内に記載 

 

派遣者数 

※本公演実施計画書内に記載 

 

学校における事前指導 

事前学習の実施をお願いいたします。 

公演当日のワークショップにて「英語落語コンテスト」を実施いたします。「英語落語コンテスト」で

は、各クラス、2人 1組ずつの代表ペアに英語で「小噺」を発表していただきます。 

その為の準備として、事前学習として、当日までに授業などで小噺（日本語と英語）の練習（レッ

スン）を行ってください。 

小噺は例題の中からお選びいただきます（可能であれば、小噺の創作をしていただいても構い

ません）。 

最終的に当日出演をするクラス代表のペアをお決めいただきます。 

 

  



 

令和４年度文化芸術による子供育成推進事業－巡回公演事業－  

本公演実施計画書 

制作団体名 株式会社 影向舎 

公演団体名 「笑てっ亭」上方落語と英語落語 

 

演目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



派遣者数 

出演者：２名［落語家２名］ 

スタッフ：２名 

合計：４名 

 

タイムスケジュール（標準） 

舞台準備 ７：３０～１０：４５ 

客入れ（入場） １０：４５～１１：００ 

ワークショップ １１：００～１１：５０ 

昼食・休憩     １１：５０～１３：１５ 

客入れ（入場） １３：１５～１３：３０ 

本公演  １３：３０～１４：４０ 

片付け  １４：４０～１６：３０ 

 

※会場の構造により、片付け終了が遅くなる可能性があります。 

 

 

実施校への協力依頼人員 

なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



演目解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



児童生徒の公演への参加方法、公演に参加させるための工夫 

＜ワークショップ＞ 

英語落語コンテストにて、各クラスの代表ペアが、2人 1組で小噺の発表をしていただきます。 

 

＜本公演＞ 

体験コーナーで生徒さんによる落語家の仕草、小噺の体験。 

 

＜事前＞ 

WSで小噺の発表の為、2人 1組での小噺の実演の練習。（また可能であれば、小噺の創作。） 

 

 

児童生徒とのふれあい 

過去の実績ノウハウを生かして、様々な工夫を凝らしています。 

様々な角度から上方落語を体験・・・・ 

「見る・聴く」に加えて「体験」をしていただく為、以下の様な要素を盛り込んでいます。 

・落語の仕草の体験 

 児童・生徒さんの代表の方に、うどんを食べるなどの落語の「仕草」や、左を見て右を見て登場

人物を演じ分けながら落語の「小噺」を体験していただきます。実際にやってみると思ったよりも

難しく感じる、華やかな上方落語の雰囲気を肌で感じていただきます。 

・英語落語コンテストで小噺を演じてみる 

 事前学習を経て、公演日までに練習をしてもらった「小噺」を、各クラス、2 人 1 組ずつの代表

ペアに英語で発表していただきます。人前でお話をすることで自信をつけていただき、そして表

現力の向上を図ります。コンテストを通し落語のイロハ、そして英語を学びます。 

 

 


